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第251号 IJ込 ザコ つ ら 平成� 3年� 5月1日 (2) 

司
、
予
算
の
概
要

3月定例議会で

平成�  
3隼鹿

一
控
訴
計
の
当
面
予
算
は
、

約
三
十
二
億
五
千
九
百
三
十

一
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

約
四
億
七
千
万
円
(
一
七
%
)

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

h

が議決されました� 

歳 入|入ってくるお金|
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32億5，931万円
一
2-
二

日
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一
ω=税
金
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負

収
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回
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分
財
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一

明

=

金

産

(

一
匙
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日
一

依存財源(74.8%)

県支出金
町 そ

フセ地� 方 ムι 付 干見

3i意� の

14億2，654万円� 7，668万円 債 他81意1，803万円� 

21意4，572方円(7.5%) 

2億7，194万円(8.3%)

|傍ム038万円(3.7%) 

32億5，931万円金」ヲ お

25.2% 
43.8% 

歳 出|使

務 費 民生賛�  農林水産業費
{暫 費

�
 

6
円

木

億

刊

方

土
�
 
3
0札

教育費� 公債費� 
3億� 31意� σコ41意 生

7 1意4，483万円� 51意5，341万円 6，773万円 8，766万円6，669万円
他費� 

22.8% 

議会費� 5，923万円(1.8%)

歳
入

歳
入
総
額
の
約
半
分
を
占

め
る
地
方
交
付
税
が
、
十
四

億
二
千
六
百
万
円
で
前
年
度

に
比
べ
四
・
六
%
増
え
た
の

を
は
じ
め
、
国
塵
又
出
金
、

県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

も
大
幅
に
増
額
さ
れ
、
町
税

な
ど
の
自
主
財
源
は
二
五

・

二
%
で
三
六

%
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出

普
通
建
設
事
業
費
が
大
幅

に
伸
び
て
い
ま
す
。

道
路
改
良
事
業
と
し
て
、

約
二
億
八
千
万
円
、
老
人
福

祉
施
設
整
備
事
業
に
二
億
六

千
七
百
万
円
、
中
山
間
地
域

農
村
活
性
化
総
ム
長
4

備
事
業

に
一
億
五
千
万
円
、
社
会
教

育
費
に
六
千
万
円
と
、
新
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金

そ
�
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(3) 平成 3年 5月1日 カ込 ザコ つ ら 第251号
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一般会計当初予算の推移 性質別歳出

投
資
的
経

普通建設事業費� 13億5.335万円� 41.5% 

費� 

災害復旧費�  7.264万円� 2.2%32 
43.7%

27 
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7 
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力
円

人 件 費� 7億3.535万円� 22.6% 

5 
9 
3 

(意 
8 
5 
4 
6 

債 費� 3億.8.761万円� 11.9%l 消万F 

2億.8.123万円� 8.6%物 件 費
万� 費i司

補助費等�  1億9.999万円� 6.2%111 
的

繰 出 金� 7.542万円� 2.3% 
経

扶 助 費� 4.937万円� 1.5%2 362 63 フE 

年 年 年 年 年
度 度 度 度 度

対前年度増減率 
  
(企17.7%) (56%) (136%) (21.4%) (17.0%) 
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費

54.5% 

予 備 費� 1.8∞万円� 0.6% 

維持補修費�  709万円� 0.2% 

貸 付 金� 1.713万円� 0.5% 

投資及び出資金� 386万円� 0.1% 

;凪匝圃-圃E函匝画E-圃
 
~総 務 5ι

i .コミ ユニテイ センタ一建設費� 初O万円 ........4.9却OO万円
2.37 .土地改良事業 叩� i9∞

i .庁舎増築工事費 卯O万円 .広減農道整備事業費 .......5ι6.29 幻.1犯万円� q 

・農免農道整備事業費� 1.660万円� i 
t l民生費|

・中山間地域農村活性化総合整備事業� -
i ・国民健康保険特別会計繰出金 1.日O万円� 2 

札口O万円� i 
q

万円8.000・ ・・ー・・・・・・・・・・・・国補林道事業....・
万円4.310・老人保健特別会計繰出金j 

e 0 e

日叩3.13日悶費.農村総合 整 備 モ デ ル 事 業 �  

3
j .老人福祉施設整備事業ー 16.870万円� 
・3.200万円. ・，.，

万円3.300一-・・0・同和対策事業費ー...・・5 
・デイサービスセンター整備事業� 9.850万円 |土 木 費|

!
; 

衛 生 費| ・町単道路改良事業� 7.悶円�  ; 

i ・勝浦病院繰出金� 5.230万円 ・県単道路改良事業 ・� 4.180万円� P 

2 ・簡易水道特別会計繰出金ー 一� .....1.360万円
・国補道路改良事業� •...16.∞o万円� 9

i ・合併浄化槽推進費 ・� 600万円� i 

・県単林道事業ー� ・..........
 一、、、。日�  e

310万円 |消 防・じんあい処理施設費 ・・ 費|�  

250万円� j25四 ・消防工輔負費� ・清掃センタ改良事業� ; 

~商工費教育費| 
j ・商工会補助金 却万円 ・奨学資金等貸付費� 1.160万円� 

i i 
; 

・観光資� 1.500万円 ・体育館大規模改修事業� 5.100万円� 

j i
|農林水産業費| ・社会教育費 り� 00万円� 

i ・花嫁硝対策費� ......350万円 ・学校給食費� 4.300万円� i 

i 
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国益 a 

明
る
い
選
挙
と

必
ず
投
票
を

勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

丸

山

良

勝
浦
町
議
会
議
員
の
任
期
満
了

に
伴
う

一
般
選
挙
が
六
月
二
十
五

日
告
示
、

三
十
日
に
投
票
及
び
開

票
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
を
取

り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
社
会
経
済
現
象

は
、
す
べ
て
政
治
と
密
接
に
関
係

し
て
お
り
、
私
た
ち
と
政
治
を
切

り
離
し
て
は
考
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
常
に
生
活
を
守
り
、


ま
た
向
上
さ
せ
る
政
治
を
望
ん
で


い
ま
す
が
、
民
主
主
義
社
会
に
お


い
て
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
代


表
者
に
よ

っ
て
政
治
が
行
わ
れ
る


も
の
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
が
民


主
主
義
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治


を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
が


明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば


な
り
ま
せ
ん
。


ま
た
、
近
年
、
全
国
的
に
各
種

選
挙
に
お
い
て
投
票
率
の
低
下
傾

向
が
続
く
中
、
若
年
層
の
政
治

・

選
挙
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
選
挙
を

棄
権
す
る
な
ど
は
民
主
政
治
の
放

棄
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

選
挙
は
私
た
ち
が
政
治
に
参
加

す
る
た
め
の
一
番
身
近
で
、
大
切

な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
今

一
度
あ

ら
た
め
て
し

っ
か
り
と
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

章
みんなで行こう明るい選挙

引「

横
瀬
小
六
年

羽

瀬

悦

子

わ
た
し
の
住
む
こ
の
勝
浦
町
は
、
自
然
に
固
ま
れ

て
、
空
気
も
お
い
し
い
、
水
も
お
い
し
い
所
で
す
。

そ
し
て
、
わ
た
し
は
こ
ん
な
環
境
の
中
で
く
ら
せ
る

こ
と
を
と
て
も
幸
福
に
思
い
ま
す
。

今
、
勝
浦
町
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て

い
ま
す
。
バ

イ
パ
ス
が
つ
く
ら
れ
て
、
道
も
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
や
図
書
館
、
い
ろ
い
ろ
な
会
に
利
用
で
き
る

す
ば
ら
し
い
ホ 

ル
な
ど
、
こ
こ
数
年
の
聞
に
、
ず

い
分
、
公
共
施
設
が
で
き
て
い
ま
す
。
母
も
、
こ
の

ご
ろ
は
本
当
に
勝
浦
町
も
住
み
よ
く
便
利
に
な

っ
た

と
話
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
住
民

一
人
ひ
と

り
の
気
持
ち
が

一
つ

に
な

っ
て
、
が
ん
ば

っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
花
づ
く
り
も
と
て
も
さ
か
ん

で
、
ど
こ
を
歩
い
て
も
美
し
い
花
が
自
に
入
る
の
で

と
て
も
豊
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
こ

ん
な
す
て
き
な
町
な
の
に
、
だ
れ
で
も

み
ん
な
が
い
け
る
よ
う
な
公
園
が
な
い
の
が
残
念
で

す
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
る
よ
う
な
、
気

軽
な
公
園
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
せ

っ

か
く
の
勝
浦
川
も
両
岸
が
と
て
も
き
た
な
い
の
で
き

れ
い
に
し
て
、

川
の
中
に
草
が
生
え
て
い
な
い
、
川

の
流
れ
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

l

乙
ん
な
勝
浦
町
に
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話品
フ:r-:

挙
の
当
日
で
な
く
て
も
不
在
者

勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員
会
(
委

員
長
丸
山
良
章
)
で
は
、
去
る
四

月
十
九
日
委
員
会
を
聞
き
、
今
年

七
月
七
日
任
期
満
了
に
伴
う
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
執
行
予
定
に

つ
い
て
壕
載
し
、
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

⑧ 

⑧ 

置

な
に
び
と
も
、
選
挙
人
の
家

6
月
刊
ω
日
制

L
た
り
、

⑮
⑧
⑥

6
月
初
日
制

日
ま
で
)

v

」
と
が
で
き
る
。

圏
時
ま
で
選
筆
運
到
が
で
き
る
か
。

選
挙
啓
発
質
疑
応
答


圏
未
成
年
春
で
も
、
重
運
動

が
で
き
る
か
。

圏

未
成
年
君
、

一
切
選
挙
運

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
な
に
び
と
も
未
成
年
者

を
使
用
し
て
選
挙
運
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

圏
醤
一
百
に
量
一
一

E打
け
な
い

人
は
、
投
票
で
き
な
い
か
。

圏

選
挙
の
当
日
自
ら
投
票
所
に

行
き
、
投
票
で
き
な
い
人
は
選

圏
一
員
請
は
、
霊
場
反
と

な
ら
な
い
か
。

を
訪
れ
て
投
票
を
依
頼

ま
た
は
投
票
を
得
さ
せ
な
い
よ

う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為
は
、

戸
別
訪
問
と
し
て
す
べ
て
禁
止

さ
れ
る
。

圏
陣
宣
舞
と
し
て
、
酒
を
候

補
者
に
贈
る
こ
と
は
選
挙
違
反

と
な
る
か
。

圏

な
に
び
と
も
選
挙
運
動
に
関

し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
名
義
の

も
の
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て

禁
止
さ
れ
る
。

圃
個
人
霊
在
、
個
人
の
家

で
も
で
き
る
か
。

圏

候
喜
は
公
営
施
設
以
外
の

&
E

投
票
が
で
き
る
。
(
選
挙
の
期
日

の
�
 不
の
日
か
ら
投
票
日
の
前

圏
告
歪
別
に
は
、
重
書
官
、

一
切
で
き
な
い
か
。

圏

告
示
前
で
あ
れ
ば
時
期
の
い

か
ん
を
問
わ
ず
、
選
挙
運
動
は

禁
止
さ
れ
る
。

圃
醤
示
の
前
日
は
、
午
後
十
二

明
る
い
選
挙
に

つ
い
て

生
比
奈
小
六
年

山

口

ぼ
く
は
、
児
童
会
の
役
員
で
す
。
ぼ
く
の
学
校
で

は
、
児
童
会
役
員
に
立
候
ほ
す
る
と
、
立
会
え
ん
説

会
を
聞
い
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
や
目
標
を
他
の

み
ん
な
に
聞
い
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
年
生

以
上
の
人
が
投
票
を
し
て
、
会
長
や
副
会
長
を
決
め

る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
投
票
率
は
百
パ
ー
セ
ン

ト
に

近
い
で
す
。
で
も
、
大
人
の
人
の
選
挙
は
そ
う
で
は

な
い
そ
う
で
す
ね
。
ぼ
く
は
、
選
挙
に
参
加
し
て
な

い
人
も
絶
対
に
選
挙
に
参
加
す
る
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
選
ん
だ
人
が
自
分
の
思
っ

て
い
る
よ
う
に
町
や
村
を
つ
く
り
上
げ
て
く
れ
る
か

も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
も
う

一
つ
い
い
と
こ
ろ
は
、

や
っ
ぱ
り
自
分
が
選
挙
に
参
加
し
た
方
が
、
選
ば
れ

た
人
に
信
頼
感
や
安
心
感
を
持
て
る
と
い
う
こ
と
で

す。
で
も
、
そ
の
た
め
に
は
き
ち
ん
と
し
た
選
挙
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
不
正
を
無
く
す
と

い
う
こ
と
で
す
。
選
挙
は
、
そ
の
町
や
村
の
人
々
に

と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の
大
切
な

こ
と
を
守
る
た
め
に
は
、
不
正
な
ど
せ
ず
、
正
々
堂
々

と
戦
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
も
使
用
し
て
、
個
人
演
説

会
を
開
催
す
る

(
個
人
の
居
宅
、
神
社
、
寺
院
、

劇
場
等
)

で
き
る
。
た
だ
し
街
頭
演
説

圏
雲
に
よ
る
霊
蓮
動
は
、

遣
度
で
あ
る
か
。

圏

法
律
上
制
限
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
全
く
自
由
で
あ
る
。
�
 

や
選
挙
運
動
用
自
動
車

・
船
舶

上
で
の
、
連
呼
行
為
に
は
時
間

の
制
限
が
あ
り
、
午
後
八
時
以

降
は
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

MUS04
スタンプ
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スタンプ
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の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
、

待
望
の
二
倍
大
活
字
の
本
が
、

毎
日
曜
日
午
後
2
時 

時 

O

J
3

に
、
簡
易
包
み
込
み
く
ん
蒸
装
置

を
購
入
し
ま
し
た
。
現
在
寄
贈

・

寄
託
を
し
て
頂
い
て
い
る
資
料
は

も
と
よ
り
町
内
の
方
で
、
掛
軸
、

文
書
古
美
術
、
そ
の
他
の
資
料
を

お
持
ち
の
方
は
図
書
館
へ
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

こ
れ
で
、
手
間
の
か
か
る
虫
干

作
業
が
省
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

女
こ
ど
も
映
画
会

五
行月
事の ーー
と図
休書
館 館

勝
浦
町
読
振
協
(
読
書
友
の
会
)

で
は
、
文
化
活
動
振
興
の
一
助
と

し
て
、
四
月
二
十
一
日
(
土
)
、
二

十
二
日
(
日
)
の
両
日
、
各
二
回
液

フK~

五託子

葵本
そ]

ろ� 
1λ 

大
要i舌

.
勝
浦
町
の
自
然
と
史
跡

必
ず
守
っ
て
下
さ
い
。

試
写
会
大
好
評

ー

町

読

振

協

|

二
巻

な
ど

-
昭
和
の
記
録
全
三
十
二
巻

・
初

級

手

話

講

座

全

八

巻

・
シ

ル

ク

ロ

ー

ド

全

四

巻

・
地

球

大

紀

行

全

六

巻

・
正

倉

院

全

二

巻

・
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
全
二
巻

・
大

黄

河

全

液
晶
ビ
"
シ
ョ
ン

図
書
館
か
ら

お
願
い
し
ま
す

-
お
返
し
く
だ
さ
る
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
は
、
返
却
ポ
ス
卜
へ
入
れ
ず

に
、
必
ず
「
受
付
」
へ
お
願
い

し
ま
す
。 

-
返
却
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
必
ず

巻
き
も
ど
し
を
確
め
て
お
返
し

下
さ
い
。 

-
図
書

・
ビ
デ
オ
と
も
返
却
日
を

文
化
財
及
び
資
料
保
護
の
た
め

4

な一
 

4

2

1
ス
グ

ホ
ッ
ト 

P 郷
土
資
料
室
か
ら 

※
館
内
視
聴
用
ビ
デ
オ
リ
ス
ト 

(司
馬
一
運
太
郎 
)

・
実

椿

(

守

尾

登

美

子

(立
原
正
秋
)

(山

口

瞳 

)

(パ 

ネ
ッ
卜
)

l

)

・
紬
の
里

・
居
酒
屋
悲
伯

・
秘
密
の
花
園 

ィ
ル
ム
や 

を
、
個
人
席
で
お

た
の
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

C
D

貸
し
出
し
で
き
な
い
ビ
デ
オ
フ

で
き
ま
し
た
。

(
コ
γ
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク 
)

を
視
聴
で
き
る
設
備
が
三
台
用
意

-
常
用
用
字
用
語
辞
典

-
竜
馬
が
ゆ
く 

C
D

企� j夜品ビジョンを視聴するみなさん 、

‘

~、 ~'~/II 
). ~...国土司p占� L 

111_喧AWli' 11ー

洋
画
や
お
と
ぎ
話
人
形
劇
動
画
を

堪
能
し
ま
し
た
。
好
評
を
う
け
て
、

毎
日
曜
子
ど
も
映
画
会
に
導
入
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

C
D

館
内
て

お
た
の
し
み
下
さ
い
グ

テ
レ
ビ
デ
オ
・ 

図
書
館
内
に
、

テ
レ
ビ
デ
オ
と 

み 

謹
蜜
協
総
会 

「
『

TF

H

既
刊
百
十
八
冊
全
部
そ
ろ
い
ま
し

た
。大

変
読
み
や
す
く
、
親
し
み
ゃ

す
い
の
で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。「大

活
字
本
コ
ー
ナ
ー
」
を
つ
く
っ
て

あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ

※
六
活
字
本
リ
ス
ト 

.
新
明
解
国
語
辞
典

・
こ
と
わ
ざ
辞
典 

F
』 

簡
易
く
ん
蒸
器

5
日
、
ロ
日
、
お
日

四
日
(
日 
)

午
後 
1
時
却
分

総
会
行
事

・
講
演
・
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

星
図
書
館
協
力
重
回
目 

sV
目、
m

日
M

食
休
館
日

6
日
、
日
目
、
初
日
、
幻
目
、

担
日

m)

晶
ビ
ジ
ョ
ン
試
写
映
画
会
を
開
催

1
し
古
ナ
し
れ
ん
。

迫
力
満
点
の
一
五

0
イ
ン
チ

日

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
図書館だより
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E
勝
浦
町
実
行
委
員
会
設
立 

滝
口

良

-
体
育
団
体
等

山

田

善

章

・

中

瀬

博

文

E

-
柱
会
団
体

佐
藤
啓
子
・

栗

城

政

美

坪
内
奈
津
子

・
谷

喜

美

子

鈴

木

鹿

子

・
中

山

貴

子

松

下

節

子

・

中

カ

梅

山

晴

美

・

石

本

清

子

長

田

早

苗

・
岩

本

美

代

時
本
靖
枝
・
赤
沢
美
恵
子

森
脇
光
子
・
坂
田
ヒ
ナ
子

福

井

良

子

・

戸

田

高

代

橋

本

照

子

・

岩

崎

民

子

矢

野

幸

子

・
森

て

る

子

新

居

和

・
岩
城
文
夫

豊

田

軍

事

・

大

川

恵

一

高

橋

肇

・
中

磯
治
郎

-
町
行
政
委
員
会

定
作

忠
之

・
室内、川

-
農
林
漁
業

{
串
本
澄
雄
・

坂
口


福

井

笹

男

・

平

岡


-
受
通
通
信
電
気

栄

一

・

山
口
ゆ
か
り


義
之

・
西

尾

肇


茂
生

・
岡

本

博

正


-
観
光
商
工

出震事

-
医
療
衛
生

赤

岩

光

・

美

馬

安

雄 

太
田

宮

本

博

・
幸

山

和

子

岡

本

勤

・

杉

田

健

押

栗

義

衛

・

高

木

忠

大
久
保
喜
正

・
堺

徹

且
程
利
昭
・
多
智
花
泰
之

山
本
節
子
・

林

幸

男 

ツ
ミ

労• 

働

四
月
十
九
日
、
勝
浦
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
桜
木
町
長
、

山
本
議
長
ら
町
、
各
種
団
体
関
係

者
九
十
名
が
出
席
し
て
第
四
十
八
・

回
国
民
体
育
大
会
勝
浦
町
実
行
委

員
会
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
と
二
年
余
り
に
せ
ま
っ
た

(
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
ま
で
一
年
余

り
)
徳
島

・
香
川
両
県
で
開
催
さ

れ
る
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
の

会
場
地
と
し
て
決
定
し
た
の
を
契

機
に
、
こ
れ
ま
で
の
準
備
委
員
会

今
桑
麗
的
に
改
組
し
た
も
の
で
す
。

内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
報

告
に
つ
づ
い
て
実
行
委
員
会
の
設

立
、
会
則
、
委
員
及
び
役
員
等
に

つ
い
て
審
議
し
、
各
種
団
体
代
表

者
等
百
三
十
六
名
を
実
行
委
員
に

委
嘱
し
、
会
長
に
桜
木
町
長
、
副

会
長
に
山
本
議
長
、
相
原
教
育
委

員
長
、
山
団
体
育
協
会
長
、
中
井

助
役
の
四
名
を
選
任
、
常
任
委
員

三
十
三
名
、
監
事
に
小
谷
収
入
役
、

殿
川
区
長
会
副
会
長
を
役
員
に
委

嘱
し
、
顧
問
に
堺
県
議
会
議
員
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
三
年
前
の
京
都

国
体
ラ
イ
フ
ル
射
撃
を
盛
会
に
開

(
押
粟

義
衛
)

-
消
防
・
警
察

催
し
た
園
部
町
か
ら
松
本
健
氏
を

招
い
て
「
国
体
準
備
と
そ
の
心
が

ま
え
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
記
念

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
太
{
子
は
常
任
委
員

(
順
不
同
・敬
称
略
)

-

町

議

会

山
本
美
芳
・

川
口
幸
一

平

岡

守

・

蔀

源

一

山
本
貞
雄
・

末
広
正
太
郎

中

西

啓

・
井

出

幸

夫

折
部
健
一
郎

・
宮

本

政

明

河
野
チ
ヅ

・
山
下
重
芳

若

木

肇

・

西

浜

勝

己

永
美
・
黒
田

谷

区• 

長

中
村
喜
代
治

福

徳

量

巳

古

井

義

浩

田

中

潤

田

岡

登

市

原

宏

之

寛

寅

太

郎

山

上

禎

郎

新

居

清

治

高谷殴山小戸竹松
木尻川川西川山下

宏 武正文照都滋
幸亨男夫市男栄美

-
公
共
機
関

内太
谷居

利
幸
・
仁
木

信
喜

貞 源� 

-
生
活
改
善
・
愛
育
班

太
田

郁
子
・
大
柳

-

町

職

員

/¥ 

-
教
育
・
学
校

相

原

亨

・

森

健

美

馬

彰

・

大

柳

句

麗

岡
本
宮
治
・

尾

花

清

呑

口

久

子

・
高
木
弘
子

丸

田

園

田

一

・

武

田

寛

福

良

健

・

佐

々

木

清

富
+
畢
邦
江
・

武

田

治

維

中
田
丑
五
郎

・
寒
川
精

一
郎

服

部

芳

昭

・
竹
本
順
一

敏

鎌

謙

次

武雄

中
井
清
二
郎

・

平

山

麓

・

信

政

等

・

倉

橋

孝

明

・

松

浦

一

博

・

桂

木

勲

・

駒

津

輝

幸

・

入

固

定

・

中
川
盲
妻
子

小

谷

和

寛

早

川

進

播

ミ

ス

子

森

敏

治

河
野
精
二

林

治

男

岡
本
政
市

長

町

豊

秋

置桜
田木

義
夫

克
巳

・
坪
井

・
手
塚

善
和

重
嘉

英
夫

治 良
代 夫

MUS04
スタンプ
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痔じ多つ門穴
主くで 周ロ虹
と、女聞豆門
い 日 �  膿fとf痕U

わ本な蕩fd雇
れ人かを告の
てので含此十
い 三 もめ(訴
ま人痔じた 切 立
すに核痔じれ品
。ーが痩f痔じ庇れ

人 最 の �  1 接ー
はも 三 虹肌

勝
浦
病
院
外
科

医長

小

西

栓
を
摘
出
す
れ
ば
効
果
的
で
す
。

裂

旺

硬
便
排
出
に
よ
り
虹
門
管
に
裂

傷
が
で
き
た
も
の
で
、
排
便
時
の

痛
み
と
出
血
が
主
な
症
状
で
す
。

初
期
の
も
の
は
局
所
の
処
置
と
有

形
軟
便
排
出
に
よ
り
軽
快
し
ま
す
。 

康

備

綱引き仲間 募集


全国的に静かなブームとな っている競技で

す。

「たかが綱引き ，されど綱引き」と申します

か，だれにでも参加できるごく単純なゲーム

です。しかし競技としての奥行きが深く，

パワーとテクニックとチームワークを必要と

するスポーツです。� 

5月末には大会を計画しております。ひと

りでも� 2人でも練習に参加してみませんか。

練習は，毎週日曜日， 午後� 8時から横瀬小

体育館で行っています。

・連絡先棚野綱引 クラブ

木原毅�  (ft2-2 1 5 4 ) 

家庭婦人バレーボール教室
及び審判講習会の案内

5月5日(日)� 審判講習会

5月12日(日)� バレーボール教室

5月19日(日)� 審判講習会

5月26日(日) バレーボール教室� 

-時間 

午後8時から 


・場所 

勤労者体育館 


t
h
ろ
う

痔

凄 

Jt

  

時
間
の
起
立
、
門
脈
圧
充
進
症
、

妊
娠
、
出
産
な
ど
で
す
。

一
般
に

飲
み
事
c
や
過
労
が
謹
因
と
な
り
、

症
状
が
悪
化
し
て
来
院
す
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

内
痔
核
の
主
な
症
状
は
出
血
と

脱
出
で
す
が
、
進
行
度
に
よ
り
四

度
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
第

一

?
ょ
う

庇
門
周
囲
膿
痕

虹
門
陰
富
へ
の
細
菌
感
染
に
よ

る
も
の
で
、
虹
門
周
囲
に
化
膿
巣

を
つ
く
り
外
科
的
治
療
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

虹
門
か
ら
の
出
血
の
場
合
、
直

腸
癌
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず

痔日

核

度
は
出
血
は
あ
る
が
排
便
時
に
脱

は
診
察
を
受
け
適
切
な
処
置
を
受

出
し
な
い
も
の
。
第
二
度
は
排
便

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

紅
門
管
に
発
生
す
る
静
脈
癌
で
、

時
な
ど
に
脱
出
は
す
る
が
、
自
然

J

ら
れ
ま
す
。
内
痔
核
は
粘
膜
部
に

通
常
内
痔
該
と
外
痔
核
と
に
分
け

で
き
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
歯
状

第
三

い
と
還
納
で
き
な
い
も
の

に
紅
門
轡
丙
に
還
納
さ
れ
る
も
の

度
は
指
な
ど
で
押
し
込
ま
な

。
第
四

。

日� 

常
生J
i舌. . 

線
よ
り
口
側
に
あ
る
も
の
を
い
い
、

度
は
常
時
脱
出
し
て
い
る
も
の
を

一
、
毎
日
入
浴
し
匹
門
は
清
潔
に

そ
れ
よ
り
外
側
、
す
な
わ
ち
皮
膚

い
い
ま
す
。
二
度
以
下
で
は
軟
膏

保
つ

•~主. 

.'
τ
の� 

側
に
で
き
た
も
の
を
外
痔
核
と
い

や
坐
剤
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま

二
、
便
通
を
整
え
、
ト
イ
レ
は
力

意

い
ま
す
。
痔
核
を
有
す
る
の
は
、

す
が
、

三
度
以
上
で
は
手
術
が
必

ま
ず
五
分
以
内
と
す
る ¥....占

動
物
の
中
で
も
直
立
で
生
活
す
る

要
と
な
り
ま
す
。

三
、
長
時
間
の
同
じ
姿
勢
は
避
け
、

人
間
と

一
部
の
サ
ル
に
し
か
み
ら

外
痔
核
の
主
な
症
状
は
痛
み
で
、

過
労
や
坐
業
を
避
け
る

れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

出
血
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

四
、
酒

・
コ
シ
ョ
ウ

・
か
ら
し
な

の
原
因
は
虹
門
静
脈
叢
の
う

っ
血

軽
い
痛
み
の
場
合
は
軟
膏
や
消
炎

ど
の
刺
激
物
は
ひ
か
え
る

に
よ
る
も
の
で
、
慢
性
便
秘
、
下

五
、
間
違
っ
た
治
療
は
行
わ
な
い

痢
、
排
便
時
の
過
度
の
力
み
、
長

鎮
痛
剤
で
よ
く
な
り
ま
す
が
、
激

以
上
の
点
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

し
い
痛
み
の
際
に
は
外
科
的
に
血

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
肛門の病気



O

(9) 平成�  3年� 5月 1日� 

O
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
後
に
主
と
し
て
寝
た
会
り
老
人
を
対
象
と
し
た
訪
問

カ込 ザコ つ ら 第251号

看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

※
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
予
約
が
必
要
で
す
。

土
曜
日
の
整
形
外
科
の
受
付
時
間
は
、
午
前
日
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
看
護
と
は

家
庭
に
お
い
て
療
養
を
行
っ

て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
現
に

寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
人
、

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に
あ

る
人
に
対
し
て
、
そ
の
同
意
を

得
て
、
医
師
の
計
画
的
な
医
学

管
理
の
下
に
、
医
師
や
看
護
婦

が
定
期
的
に
訪
問
し
て
診
察
及

び
処
置
を
行
っ
た
り
、
在
宅
療

養
指
導
を
行
う
こ
と
で
す
。

土 金 木� *- 火 月
日程
日

平奇襲
太 太 エF 野'

司王
午

回 回

議長院 村医 壁高院 長院 円IJ 内
長 師

玉笥襲F 

( 太 ( 太 太
午訪 回 訪 回 田

望議長院 望議長院 長院� f麦 ヰヰ

(岡 ( 山
午

長西医 形整師医田 長西医 西長医 長西医 整形 医師由
西

長医
整

前

( 山
午ー 外� |

長西医 長西医 西医長
堅田

西長医)形医師
不|

後

雲言 療法重岡 療法霊問 療法 重岡 療法重岡 療法重岡 午

士理 士理 土理 士理 士理 士理
理

寸.uんー 寸件以ー. 学� A寸iん」 弓5・iLz 学 前

療法 重岡 雲高 療法重岡 療法 重岡 療法重岡 午

士理 士理 土理 士理 土理
学

学 戸+ 学� A寸U一， 守.uー'- 後

戸

キj医師Jすl 
午

井医間1 円リ

児� l 

F' 村 午

井医師 起自市
手斗� 

f麦

勝
浦
病
院
外
来
診
察
担
当
医
師
表


ビームライフル講習会� 東四国国体デモスポ行事

0あ芯だも撃ってみませんか?� グラウンドゴルフ練習日程

0
日
時 

0
日
時 

5
月
間
日
出

引
時

i 217 

日日


快)(州� 

O時 間 �  午後7時30分 から

日
時

5 5 
月月� 

福祉センタ� -3階において練習コー O場所 勝浦中学校グラウンド
ナーを設けていますので，講智会の日 。備考 用具は準備します。

でなくても教育委員会までご連絡いた 運動のできる服装で，お気軽

だければ練習できます。 にご参加下さい。� 

、、、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



第251号 カ込 Jコ つ ら 平成 3年 5月 1日 (J日

園
田際

l
h
J

，06∞くらしの中の人権va0

町
民
と
し
て
の
取
り
組
み

か
た
り
合
う

べ

『外
国
人
か
ら
見
た
日
本
』

同
和
問
題
を
家
庭
内
で
話
し
合
い
、

め
よ
う
。

人
権
意
識
を
高

l

今
回
は
、
カ
ナ
ダ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル 

大

学

新

保

満

教
授
の
文
集
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

本化
人を
の望
排 Rむ
他 E 

t生'1

私
は
、
旧
満
州
国
か
ら
の
引
揚

者
で
あ
る
。
私
は
、
日
本
で
十
七

年
間
を
過
し
た
後
、
北
米
で
三
十

年
聞
過
し
て
き
た
。

私
が
今
住
ん
で
い
る
街
に
は
、

日
本
人
も
日
系
カ
ナ
ダ
人
も
あ
ま

り
住
ん
で
な
く
、
カ
ナ
ダ
の
少
数

民
族
の
一
員
と
し
て
子
供
を
カ
ナ

ダ
人
と
し
て
育
て
て
き
た
。

私
は
、
日
本
か
ら
隔
絶
さ
れ
た

環
境
の
中
で
日
本
と
は
異
質
な
社

会
と
分
析
し
、
社
会
に
お
け
る
少

数
民
族
差
別
を
長
い
間
考
え
て
き

ま
し
た
。

自
分
の
母
国
語
が
日
本
語
で
あ

る
た
め
、
私
は
日
本
へ
の
関
心
は

維
持
し
て
い
る
が
、
私
は
生
ま
れ

な
が
ら
の
日
本
人
で
は
な
く
、
海

外
に
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
突

き
離
し
た
目
で
日
本
を
見
て
い
る
。

私
が
見
た
日
本
人
は
、
排
他
的
な

民
族
で
あ
る
と
思
う
。

最
近
、
日
本
人
が
国
際
化
を
志

向
し
て
い
る
が
、
日
本
人
が
い
う

「
国
際
化
」
と
は
、
海
外
に
出
て

い
る
日
本
人
の
行
動
か
ら
判
断
す

る
限
り
、
あ
ま
り
現
地
の
人
々
を 

納
得
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
当

地
で
の

一
般
的
な
受
け
取
ら
れ
方

は
、
「
日
本
人
は
、
英
語
を
上
手
に

操
っ
て
商
売
す
る
の
が
国
際
化
だ

と
信
じ
て
い
る
よ
う
だ
」

:
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
商
売
以
外
で

は
、
日
本
人
は
自
分
た
ち
だ
け
で

行
動
し
、
そ
の
土
地
の
人
達
と
は

ほ
と
ん
ど
付
き
合
わ
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
日
本
人
の
側
に
も
い
ろ

い
ろ
と
言
い
分
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
が
、
地
元
民
に
と
っ
て
は
簡
単

に
は
ぬ
ぐ
い
さ
る
こ
と
が
で
き
な

い
位
の
印
象
を
与
え
て
い
る
。

日
本
人
の
国
際
化
と
は
、
海
外

で
ど
の
よ
う
に
期
待
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
北
米
に
あ
る
日
本

研
究
を
し
て
い
る
学
者
グ
ル
ー
プ

の
意
見
で
は
「
日
本
人
は
、
自
分

た
ち
の
仲
間
以
外
の
人
々
を
受
け

入
れ
、
そ
の
人
々
と
協
調
し
て
い

く
よ
う
な
奥
行
き
の
あ
る
人
間
性

を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
」
;
と
言

っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
海
外
に
お
け
る
日
本
人
の

行
動
を
見
る
と
、
「
排
他
的
」
だ
と

見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

C

理
解
し 

く
い

部

落

差

別

私
は
、
カ
ナ
ダ
の
学
生
に
「
人

種

・
民
族
関
係
論
」
を
教
え
て
い

る
が
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
バ
ル
ト

へ
イ
ト
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
異
民
族
、

異
人
種
摩
擦
問
題
を
は
じ
め
、
日

本
の
「
被
差
別
部
落
」
に
つ
い
て

も
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

ア
バ
ル
ト
ヘ
イ
卜
を
は
じ
め
、
他

の
差
別
に
つ
い
て
学
生
た
ち
は
理

解
し
て
く
れ
る
が
、
日
本
の
部
落

差
別
に
つ
い
て
理
解
し
難
た
い
と

い
い
、
次
の
質
問
を
な
げ
か
け
て

く
る
の
で
す
。 

-
そ
の
人
た
ち
は
、
人
種
が
違
う

の
で
す
か
?

・
日
本
語
以
外
の
言
葉
を
使
う
の

で
す
か
っ

・
宗
教
と
か
習
慣
が
他
の
日
本
人

と
極
端
に
違
う
の
で
す
か
?

・
で
は
そ
の
人
た
ち
は
日
本
人
で

は
な
い
の
で
す
か
?

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
が
答
え

る
と
、
学
生
た
ち
は
、
「
で
は
ど
う

し
て
同
じ
日
本
人
で
あ
り
、
人
種

も
、
言
葉
も
習
慣
も
同
じ
で
あ
る

人
々
を
差
別
す
る
の
か
?
」
と
純

粋
に
問
い

つ
め
ら
れ
そ
の
説
明
と

教
育
に
努
め
て
い
ま
す
。

も
し
日
本
人
が
本
当
に
国
際
化

す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
何
よ
り
も
先
ず
、
日
本

人
は
そ
の
排
他
的
な
性
向
を
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
思
う
。

日
本
人
の
排
他
性
を
象
徴
す
る
の

は
、
部
落
差
別
で
あ
る
。
こ
れ
を

無
く
す
こ
と
が
真
に
人
権
の
認
め

あ
い
で
あ
り
、
真
の
国
際
化
で
あ

。ヲ
。

ナ召 4、
大松

'方吾l主き 
局再 工E
演さ
ふん
玄を

睦
回
、
テ
レ
ビ
、
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
お
な
じ
み
の
ベ
テ
ラ 
γ
俳

優
小
松
方
正
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
三
年
五
月
十

日
(金
)

開

演

午
後

三
時

・
ル
」
こ
ス 

農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
大
ホ 

ル


-
入
場
料

無

料


・

演

題

「
私
た
ち
の
く
ら

と

J き

I

し
と
人
権
」

¥} 
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)-( 平成3年� 5月1日� 
カ込 tコ つ ら 第251号

基 盤整備
しをしませんか? 


園内道の新設
町有のフeルドーザー ・パワーショベル(オペレー ター付， 1時間につき3，600円) を使用して，

基盤の整備または圏内道を新設してみませんか?

町では，そういう農家のかたのために，補助事業を行っています。

次のとおり受け付けを行いますので，希望のある方は，次のとおり申し込みをして下さし、0

・受付期間� 5 月 1 日から 5 月 31 日まで (~n かんを持参して下さい。 )

・申込場所町役場産業課� 

事 業 率事業の内容 採択基準 経 費 補 助

1)基盤整備事業

国 ・県等が実施する

事業の採択基準に満た

なL、小規模な農用地の

造成 ・放任園の再開園，

果樹園及び水田の改良

事業

勝浦町小規模

土地改良事業� 

2)圏内道

国県等が実施する事

業の採択に満たない圏

内道や農道を新設する

事業

出来上がり後の作目は農
業指導班の奨めているもの，
またはこれの関連施設であ
ること。

造成後の有効利用面積が，� 
5 a以上で勾配は各種のハ

ウス栽矯等が可能な10%以
内とする。 うんしゅうみか
んの改値等を認めない地域
にあっては� 3a以上とす

る。
町有フソレドーザー� (パワー

-有効巾員が� 2.0m以上であ
ること 0

・延長は10.0m以上のこと 0 

.町有ブルドーザー(パヴー

ショベノレ)施設を利用する� 

こと。

町有プノレド ー ザー
(パワーシ ョベノレ)

使用代金とする。

町有 ブル ド ー ザ ー

(パ ワーショベル)

使用代金の半額とす ー、、
るが、最高限度額は
(1)の事業にあたっ

ては15万円(2)の
事業にあたっては10
万円とする。

)を利用すること。ノレショベ

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

通
ル

十
日
間
春
の
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
県

民

一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
知
識

を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交

(4) (3) 川

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

山

若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運

こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
の

五
月
十
一
日

転
の
追
放

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
盆
痛
の
徹
底

違
法
駐
車
の
締
め
出
し

、、h

平成� 2年
県下の交通事故発生状況� 

fra，g，'j県 勝{甫1If[

J
五
月
二
十
日
の

l
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る

発生件数� 4.838件� 35f斗

死 者 数�  96人� l人

負flt.者数� 5，843人� 36人

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
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春の交通安全運動



)21(第 251号 -IJ込 つ ら 平成  3年 5月 l日ザコ

医~~農業委員会だより除、以泳、い、い※ ※いい※ミミ、、ミミば

d、とク こん恕悩み i歩~りませんか? dミ=ク 

-農地の管理をどうしょうか -経営を拡大、改善したい 
-会社が忙しいので農業に手がまわらない0 -農地を借りて，規模拡大したい。

、
) 

・転勤や病気で農作業ができない0	 ・生産性の高い農業経営に改善したい。

・年もと ったし後継ぎもいない。	 ・大型機械や施設をもっと効率よく使いたい。

・一度貸してしもうたら耕作権とか，離作料とか	 ・基盤整備をして作付けの集団化をはかりたい。

話がややこしくなるしな あ~。

・先祖伝来の土地だからなあ~。

安lωしてできる貸し借り 

S九怠ため悩みI歩農用地利用増進法マ f/
-農用地利用増進法の特徴 -安心できるその根拠は -農用地利用増進法の手続き

・農業委員や農地流動化推進員が相 農用地利用増進法によ って貸し借 .差是地を出したい人，受けたい人は，

談にのってくれますし，市町村や りされる農地は，農地法第四条の規 地元の農業委員 ・農地流動化推進

農業委員会などの公的な機関が関 定による賃貸借契約の自動更新条項 員，または市町村 ・農業委員会の

与 しますので安心して貸し借りが が適用されません。つまり，貸し手 窓口へ申出るだけです。 

できます0 にと っては期間満了前に契約を更新 4・市町村が農地の貸し借り ・売買に

・貸した農地は，約束の期限が くれ する意志のあるな しにかかわらず， ついて農家の意向をとりまとめた，

ば離作料を支払うことなく，必ず 約束の期限が過ぎると契約が満了し 〔農用地利用増進計画書〕 を公告

返してもらえます。 てしまうので，耕作権が生じるとか， すれば，契約は成立です。

.借りた農地は，契約の期間内は安 離作料を請求される云々，といった .この制度を利用すれば，農地の貸

心して利用できます。また契約を 問題がおこる余地はありません。 し借りや売買をしても農地法の許

更新することもできます。 可は不要です。

o
の
出
没
期
で
す
。

V
傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ

ろ
を
強
く
し
ば
る
。
�
 

V
十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り

(
上
勝
町
正
木
 )

五
|
O
一
五
一
一

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
、

ク
ま
む
し

も
し
ま
む
し
に
か
ま
れ
た
ら
応

急
処
置
を
し
て
、

一
刻
も
早
く

医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

応
急
処
置
と
受
診

を
解
い
て
血
を
通
し
、
ま
た

し
ば
る
。
�
 

一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を

受
け
る
。

血
清
の
保
管
場
所

V勝
浦
病
院
�
 (勝
浦
町
棚
野
)

電
話

二
�
 
|
二
五
五
五

上
勝
町
診
療
所
(
上
勝
町
福
原
)

電

話

六

|

O
三
O
二

上
勝
町
第
二
診
療
所

電
話

MUS04
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農業委員会だより
こんな悩みはありませんか
農地の管理をどうしようか
経営を拡大改善したい
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グ
勝
浦
町
山
茶
花

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

「
生
名
も
広
い
の
で
一
つ
ぐ
ら

い
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
み
て
は
?
」

ど
町
、
普
及
所
に
す
す
め
ら
れ
て

昭
和
六
十
年
二
月
に
結
成
し
ま
し

た。
名
前
は
二
月
に
発
足
し
た
の
で

冬
の
花
の
名
前
を
つ
け
よ
う
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
山
茶
花
グ

ル
ー
プ
(
会
員
十
二
名
)
。 

4

役
員
は
一
年
交
代
で
、
平
成
三

年
度
は
清
水
良
子
会
長
他
で
す
。

現
在
の
活
動
は
共
同
加
工
に
力

を
い
れ
て
い
ま
す
。
焼
肉
の
た
れ
、

竹
の
子
の
水
煮
ビ
ソ
詰
め
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
、
み
か
ん
石
け
ん
づ
く
り

な
ど
、
み
ん
な
力
を
合
わ
し
て
楽

し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
生
改
連
絡
会
に
も
加
入

し
、
一
日
研
修
会
で
野
菜
産
地
の

視
察
、
文
化
の
森
、
市
場
見
学
等

に
参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

つ
い
て
も
研
修
が
で
き
ま
す
。

勝
浦
町
の
イ
ベ
ン
ト
の
ア
ユ
ま

つ
り
、
ビ

ッ
グ
ひ
な
ま
つ
り
で
農

産
物
の
販
売
主
行
い
ま
し
た
。
「
や
っ

ぱ
り
参
/
加
し
て
よ
か
っ
た
な
あ
、

楽
し
か
っ
た
し
、
有
墨
証
明
だ
っ
た
」

と
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

収
益
は
グ
ル
ー
プ
の
活
動
資
金
に

当
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
勝

浦
農
業
の
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

か
ん
き
つ
園
地
再
編
対
策

(
み
か
ん
園
の
伐
採
事
業
)
を
終
え
て

四
月
一
日
に
オ
レ
ン
ジ
(
辻
菓
)


の
自
由
化
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、


こ
れ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
昭
和


六
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
ま

ム
に
の
り
、


で
の
三
か
年
間
取
り
組
ん
で
き
た


も
の
で
す
。


ま
ず
、
三
か
年
間
の
実
績
を
表

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

l

わ
ず
か
三
年
間
で
約
百
四
十
三

を
は
じ
め
と
し
た
土
地
基
盤
整
備

事
業
を
更
に
す
す
め
、
味
の
よ
い

み
か
ん
栽
培
に
努
め
て
下
さ
い
。

回
余
り
が
姿
を
消
し
、
そ
の
八
五

%
が
山
林
や
廃
箇
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
の
み
か
ん
ブ

も
と
も
と
み
か
ん
の
不
適
地
に
植

栽
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
い
た
し

か
た
が
な
い
と
し
て
も
本
当
に
淋

し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
老
齢
化
や
転
作
等
に
伴

う
自
然
減
少
も
あ
る
程
度
は
見
込

ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
実
質

は
最
盛
期
の
約
半
分
の
面
積
に
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

全
国
的
に
も
同
様
の
傾
向
で
面

積

・
生
産
量
と
も
大
き
く
落
ち
込

ん
で
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
他
県
の
状
況
と
本

町
の
状
況
が
多
少
違
う
の
は
、
次

の
点
で
す
。

①
極
県
で
は
比
較
的
大
木
(
老
木

園
)
の
占
め
る
比
率
が
高
い
が
、

本
町
で
は
五
十
六
年
二
月
の
寒

波
以
降
に
植
え
ら
れ
た
も
の
が

多
い
の
で
、
若
木
の
比
率
が
高

②
寒
波
以
降
に
導
入
し
た
も
の
は

高
糖
系
の
貯
蔵
用
の
系
統
が
多

い
が
、
全
国
的
に
は
早
生
の
比

a)h(古 (1ド� 

花 嫁 銀 行

専門相談員による相談所の開設日

女毎週水曜日 午後1:30......4:00 

女場所農村環境改善センター

お気軽にご相談ください。

lXI
統計上の栽培面傾

同年中に伐獄事業に�  
より;成j.，-'し� t-，-岡l付{� f出� A与

1bえっ八朔 コ与えう 八朔
事長理の者[，介上，
数守二I.J:必らずし
も一致しない

昭和63年� 758 12 97 .1 24.

平成元年� 660 10 34 .6 O 

平成� 2年� ※� 625 ※� 9 8.6 O ※は公式発表が
されていないの� 
で推定の数'r平成� 3年� ※� 615 ※� 7 O 

140.3 2.4 

率
が
高
く
、
年
明
け
以
降
は
特

に
品
薄
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

等
の
関
係
で
今
後
、
み
か
ん
園

経
営
は
意
外
と
お
も
し
ろ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ど
う
か 

長
と
も
、
改
植
事
業

A

企

案かむ
山庁ら
子しじ� 

( コま
平ンん
成ク交�  
2 1流
年ル大�  
11入 会
月賞に�  
17 お
日い
)て

MUS04
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第251号	 IJ Jコ つ ら 平成 3年 5月1日

みたりな転医はひかえる 早期発見を心がけよう

病気がちょっと長引くからといって，すぐ転 むずかしい病気でも，現代医学をもってすれ

医する人がし、ます。あるいは一つの病気で、� 2人

も3人ものお医者さんにかかる人がし、ます。

転医すると，初診から始まって，同じような

検査がくり返されるわけで，大変な医療費の無


駄づかいになる場合が少


なくありません。


お医者さんは，何もし

ていないようにみえても，

ただじっと病状の動きを

見守っている場合もあり，

決して手を抜いているわ

けではありません。かかっ

ているお医者さんを信じ，

すべてを任せきる心構え

が病気の治療には必要で 、t 

1 

す。	 t 

ば，早期に発見し，早期に治療する限り，たい

てい治ります。ちょっとした兆候でも見逃さず，

早く受診し早く治すよう心がけましょう。早

期発見の手がかりは健康診断です。年に� 1回

(理想的には 2

回)は，必ず健


康診断をうけた


いものです。


夜間、休日、時間外	 健康づくり� ζそ基本
受診は遊げよう

医療費節約の基本は，病気にかからない健康
夜間，休日，時間外はお医者さんの休みの時 づくりにあります。病気の多くは，からだの生

間です。もともとこんな時間の受診は遠慮すべ 理機能が低下し，抵抗力の衰えたときに起こり
きですが，そのほかに，こうし、う夜間，休日， ます。病気につけこまれない抵抗力をからだに
時間外に受診すると，医療費は割増料金をとら つけましょう。そのためにはノ《ランスのとれた
れます。どうしてもやむを得ないという場合も 栄養，充分の睡眠と休養，適度の運動が大切で
ありますが，そういう場合以外は時間内に受診 す。
を済ませましょ

うO

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国保と医療費
適正受診を考えよう



(15) 平成� 3年� 5月� 1日� カ込 Jコ つ ら 第251号

農村環境改善センター利用のしおり

を維持・向上させ，より行動的で豊かな健康生

活が行えるよう大いに健康増進室を利用しましょ

う。(12月オープン以来1，200人の方が利用)

-".-_.... _... .…， 一一~.一一一--~ー………一一…〈

将棋板を設置しました。お気軽にご利用下さい。� 

[ft 2 -3 3 0 0 ] 

つ~_. 

~ 

-健康増進室の利用

人間にとって「健康」は，何物にもかえがた

い財産です。筋力の衰えをカバーし，基礎体力� 

~、;...... ，... ......ーハ戸Fー 一一一一一一一……一.-- 、〈戸 /、一…ー
 

-心の友・仲間づくり

人間の大脳は，使えば使うほど発達するもの

です。老化を忘れるためにも何か好きなものを

見つけて，それに打ち込むのがし、ちばんです。

趣味，娯楽，芸ごとなどなんでも結構です。生

活をエンジョイし，交友を広め，心の友を持っ

ている人は幸せです。今回改善センターに囲碁，

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
は
お
済
み
で
す
か
?

三
月
二
十
九
日
に
各
地
区
を
巡

病
院
な
ど
に
預
け
た
ま
ま
に
し

な
い
で
下
さ
い
。

同
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
し
ま

し
よ
う

他
の
保
険
に
加
入
し
た
り
、

転
出
す
る
場
合
は
、
す
み
や
か

に
保
険
証
を
返
し
て
下
さ
い
。

同
二
枚
目
の
保
険
証
が
必
要
な
と

回
し
、
被
保
険
者
証
の
更
新
を
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
、
税
務
保
険
課
ま
で
被
保
険

者
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
新
し
い

保
険
証
と
交
換
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
他
の
保
険
へ
加
入
、
あ

る
い
は
他
保
険
か
ら
離
脱
な
ど
の

保
険
の
異
動
が
あ
る
方
は
、
至
急

窓
口
で
届
出
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

町
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納

税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
ぎ

の
金
融
機
関
の
あ
な
た
の
口
座
か

ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

納
税
の
手
数
が
少
な
く
済
み
、

-
保
険
証
を
大
切
に

ハ門
記
載
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

記
入
違
い
が
な
い
か
確
認
し

て
下
さ
い
。

回
受
診
の
と
き
は
必
ず
病
院
の
窓

口
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

同
必
ず
手
元
に
保
管
を

保
険
証
は
大
切
に
保
管
し
、

ま
た
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
、

滞
納
し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な

阿
波
銀
行
勝
浦
支
庖

り
大
変
便
利
で
す
。
振
替
納
税
の

徳
島
銀
行
勝
浦
支
庖 

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

勝
浦
郡
農
業
協
同
組
合

ま
だ
振
替
納
税
手
続
き
を
さ
れ

勝
浦
郵
便
局
 

て
い
な
い
方
は
、
各
地
区
の
納
税

坂
本
郵
便
局


貯
蓄
組
合
長
さ
ん
ま
で
「
町
税
の


納
付
委
託
依
頼
書
」
を
提
出
し
て


下
さ
い
。


ま
た
、
す
で
に
振
替
納
税
の
手


続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、


残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。


平
成
三
年
度
の
「
町
税
の
納
税

通
知
書
」
を
六
月
十
日
ご
ろ
に
発

布
い
た
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

O O O O O き
修
学
な
ど
で
家
族
と
離
れ
て

住
む
と
き
は
、

二
枚
目
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
在
学

証
明
な
ど
の
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

や
小
園


-
振
替
納
税
が
で
き
る
金
融
機
関

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
保
険
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

十巨- 町
お主主税
手続の
軽税納
てノif寸
す り は

MUS04
スタンプ
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農
道
、
水
路
等
で
固
有
の
も
の

実
地 
ι
吐い喝

第251号 7う込 Jコ つ ら 平成� 3年� 5月l日 (6) 

、成
等
を 
さ
れ
る

皆
さ

んル
の
た
め
に

あ
な
た
が
宅
地
造
成
等
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
田
畑
や
山
林
の
中

に
は
、
細
い
小
道
(
農
高
里
道
)

や
回
に
水
を
引
く
た
め
の
小
川

用
途
廃
止
が
認
め
ら
れ
ま
す
と

(
水
路
)
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま

次
の
と
お
り
闇
催
し
ま
す
。

す
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
国

民
全
体
の
た
め
の
公
共
的
な
財
産

で
す
か
ら
、
個
人
の
利
益
の
た
め

に
手
続
き
を
せ
ず
に
つ
ぶ
し
た
り
、

埋
め
立
て
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ

a

O O 相
談
下
さ
い
。 

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
、

生
比
奈
小
学
校
体
育
館
の

落
成
を
-
記
念
し
て
、
平
成

は
、
最
初
に
用
途
廃
止
の
手
続

き
が
必
要
で
す
か
ら
、
県
の
土

木
事
事
附
に
申
請
し
て
下
さ
い 

0 

二
年
佐
民
の
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
日
本

一
と
な
っ

0
現
在
の
農
道
、
水
路
等
の
代
わ

た
共
同
石
油
チ 

ム
(
中

l

れ
ま
せ
ん
。

。
固
有
地
が
あ
っ
た
と
き
の
手
続

あ
な
た
が
宅
地
造
成
等
を
す
る

た
め
農
道

・
水
路
な
ど
の
施
設
を

移
動
さ
せ
た
り
、
つ
ぶ
そ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
次
の
手
続
が
必
要

で
す
か
ら
、
事
前
に
財
産
を
管
理

し
て
い
る
建
設
省
の
出
先
機
関
で

あ
る
県
の
土
木
事
務
所
で
十
分
ご

次
の
日
程
で
補
正
注
射
を
行
い

ま
す
。

今
信
耳
皿
は
、
こ
れ
が
最
後

で
す
の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は

最
寄
り
の
場
所
で
、
単
孟
又
け
て
下

さ
い
。 

り
に
新
し
く
道
路
、
水
路
等
を

造
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

村
和
雄
監
督
)
と
徳
島
県

の
北
島
コ 

ポ
レ 

シ
ョ

l

l

ン
チ 

ム
の
招
待
試
合
を

l

購
入
な
ど
の
手
続
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ご
参
観
ご
声
援
し
て
く
だ

さ
いな

お 。
、
当
日
は
試
合
に

先
だ
ち
、
町
内
の
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
や
、
中

学
生
に
対
し
て
実
技
指
導

-
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
財
務
事
務
所

宮

(
口
八
八
六
)
五
一
了
一
一
五
一

を
し
て
く
だ
さ
る
そ
う
で

す
。

・
平

日
時

成
三
年
五
月
四
日

ω

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

.
試
ム
門
開
始

午
前
十
時
三
十
分

-
入
場
料

無

料

・

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

勝
浦
町
体
育
協
会

J

案
署
名 
数
の
場
合
は
、

安
全
確
保
の
た
め
、
入
場

者
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

登
録
料

二
千
百
円

二
千
八
百
円

O。
注
射
料

場 所 時 問

午前� 9:30 
勝農坂本事業所

9 :40 

午前� 9:50 
与川内公会堂前

10:00 I
5 

午前10:10 
勝農勝浦支所

10: 20 月
午前10:30 

勝� j前町役場
10:40 

午前� 10:50 

12 

生名センタ ー前日 11:00 

(日
午前11:10 

)j勝� j甫会館
11:20 

午前11:30 
古 山商屈 横

11:40 

午前11:50 
勝良生比奈支所

12:00 

パスケヴトボール招待試合官522す� 

5月4日(土)来町

~女子チーム 共同石油� vs北島コーポレーション~

日 程 表

不用犬の買い上げ日
一飼い犬は必ずつないで、く ださい一

~ー\〆-\~\-一、 

fミ 7~野犬 l辺恒デ) _C¥ " 
一、ー〆 ーー一一一一I¥. cr、主J ~と"， 1 

5月8日(射 し
，

‘，)� c‘)) 
5月22日(病以加 え更� 3 恨 3

MUS04
テキストボックス
宅地造成等をされる皆さんのために
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j
T
E
L

j z; 
M
A
日
働

午
前
川
時

一「

第 251号l
 

木
々
の
葉
に
す
が
り
て
消
ゆ
る
春

の

雪

坂

本

美

馬

直

枝

春
嵐
小
舟
操
る
老
練
技

女
性
ら
も
交
じ
り
利
き
酒
始
ま
り

ぬ

横

瀬

錦

内

常

一

空
に
鳴
る
風
音
高
し
春

一
番

春
山
を

一
直
線
に
飛
行
雲

棚

野

幸

山

美

好

花
む
し
ろ
天
気
う
か
が
い
広
げ
た

れ
ソ登

校
を
待
つ
校
庭
の
花
盛
り

棚
野
北
島
ア
サ
ノ


独
り
来
て
雑
木
林
に
聞
く
初
音


初
つ
ば
め
古
巣
尋
ね
て
立
ち
寄
り


し

棚

野

谷

新

太

郎


)
 

春
宵
や
舞
一扇
抱
い
て
舞
台
裏

7(
 

官ド

句

せzr Z回)(でま 送先り 出認は
すは

ふるつ。 短叡のそ 町内王 勝湾町 月包五白1在

て 次 のーぎ

柳 限り 嫁聖書 = 
EとZ ま 広夫 ハ旬

さ代す ガ 
l¥ に 。 さキ
。の んで

「¥

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

書簡

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

5
月
7
日
(
火
)
�
 

午
後 5

月7
時 口

日
(
金
)

午
後
9
時

J

平
日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。)

(

日場内 春
の
行
政
相
談
週
間


五
月
十
二
日
制
か
ら
十
八
日

ω

住
忌
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
の

一
週
間
は
、「
春
の
行
政
相

行
政
相
談
委
員

談
週
間
」
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

こ
の
週
間
ノ
打
事
の

一
環
と
し
て
、

心
配
ご
と
相
談
員

地
元
行
政
相
談
丞
員
が
主
催
し
て
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
役
所

の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
な

ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
機
会

を
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

勝
浦
町
の
行
政
担
談
委
員
は
中

村
芳
生
さ
ん
(
沼
江

・
�
 

二

一一
二
二
二
)
で
す
。

-
行
政
相
援
部
町

日

時

五
月
十
日
(
金
)

午
前
十
時
�
 午
後
三
時
�
 

5
月
定
例
心
配
ご
と
相
談

5
月
刊
日
働

・
�
 
5
月

午
後

3
時


人
権
・
行
政
・
厚
生
・
福
祉


住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階


所容  日寺

わ
た
し
の
作
品

生
名

柳
田

末

子

雪
の
夜
や
影
絵
の
狐
鳴
い
て
見
せ

生

名

清

水

良

子

残
雪
を
掃
き
法
要
の
墓
掃
除

生

名

倉

橋

紅

梅

早
春
や
野
道
を
行
け
ば
土
匂
う

生

名

小

西

典

子

紅
椿
揺
れ
白
壁
に
影
も
ゆ
れ

生

名

白

草

元

子

鳥
帰
る
空
え
口
あ
け
泣
く
羅
漢

生

名

丸

山

香

月

船

一
夜
春

一
番
に
疲
れ
け
り

生

名

竹

林

白

揚

同
封
の
記
念
切
手
や
花
便
り

す
が
り
た
る
竹
に
風
鳴
る
花
一
腕
豆

沼

江

駒

津

光

洋

伐
ら
れ
ず
に
す
み
し
蜜
柑
の
山
笑

内
ノ薮

椿
一
枝
手
折
り
て
子
の
墓
に

掛

谷

斎

藤

重

子

花
便
り
受
け
し
よ
り
ふ
と
華
や
げ

り

立

川

堀

梅

子

花
の
山
遠
く
に
見
え
て
ま
ろ
み
け

り

生

名

滝

口

松

月

北
上
の
花
に
追
い
付
く
旅
ご
ろ
も

留
守
の
軒
誰
か
答
呉
れ
て
あ
り

横

瀬

稼

勢

銀

星

社
会
総
合
大
学

。
学
習
日
の
お
知
ら
せ
。

習
{
子
尚
子
級
�
 研

修
室
(
旧
図
書
室
)

暴
露
子
級
�
 5
月
刊
日
(
金
)
�
 

5
月
剖
日
(
金
)

時
間

午
後
7
時
泊
分
J
午
後
�
 

9
時
却
分

場
所

住
民
福
祉
セ
�
 γタ
l

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

短
整
義
�
 5月
日
日
(
土
)

時
間

午
後
1
時
か
ら

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



為 4iJ 8)(1第 251号 コ フ ら 平成  3年 5月1日

今月の健康行事(不明な点は環境衛生課保健婦におたずね下さい)

日 曜 内 円官相 対 象 者 時 間 場 所 持参するもの他 

8 水 股関節脱臼検診  
H 2 . 10.1~H 3.3.31 

までに生まれた子
14:30~15: 00 

農村環境改善

セン タ ー 
母子手帳

9 木 健 康 相 談 一 般 の 方 1 3 : 30~ 1 6 :00 
農村環境改善

センター  
健康手帳

10 金 1歳 6か月児健康診査  
H元 .9.1~H元 . 1 1. 30 

までに生まれた子
13:30~14: 00 勝浦 病院

母子手帳，

問診票  

15 水 総合健診(胃，胸部，成人病) 満 4 0歳 以 上の方  8:00~ 10 : 00 生名センター 健康手帳 

16 木 総合健診(胃，胸部，成人病) 満 40歳以上の方  8: OO~10 :00 ~、 uυI ~、ぷ:ft主μ4主 健康手帳  

22 水 総合健診(胃，胸部，成人病) 満 40歳以 上の方  8: OO~10:00 棚 野集会所 健康手帳 

23 木 健 康 相 談 一般 の 方 1O :00~ 1l :30 勝浦会 館 健康手帳 

24 金 手L 児 健 康 号画晶予 査 
H 2 . 1l .1~H 3 .3.31 

までに生まれた子
13 :30~ 1 4:30 勝浦 病院 母子手帳

29 水 ポリオ生ワクチン投与
生後 3か月から 18か要だ月ま

でに 2回のむことが必 で 
すが， 48か月未満でま 2 
回のんでいない子 

1 3 : 30~ 14:30 
農村環境改善

センター

母子手帳， 
問診票

30 木 総合健診(胃，胸部，成人病) 満 40歳以 上の 方 8: 00~ 10:00 坂本集会所 健康手帳

。総合健診とは度に胸部 レソ卜ゲγ検診，胃検診，基本健診(成人病検診)を行うものです。総合健診
の中で胃検診を受診される方は，前日の午後 9時以後と，検査当日は湯茶等一切とらずにおこし下さい。

0。料金・・胃検診3，650円のところ 500円， 胸部レン トゲン 200円のところ無料，基本健診(成人病検診)3，963円
のところ 600円

ただし市町村民税非課税世帯の方，生活保護世帯の方，満70歳以上の方は無料です。
受付でお申し出下さい。

ね
た
き
り
の
お
年
寄
や
病
人
の

世
話
を
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、

家
庭
看
護
教
室
を
聞
き
ま
す
。
看

護
の
基
礎
と
家
庭
の
中
に
あ
る
物

を
使
っ
て
、
世
話
を
す
る
方
法
を

学
び
ま
す
。
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

。
日

時

平
成
三
年
五
月
十
五

日
、
二
十
二
日、

二

十

九

日

毎
週
水
曜

日
の
三
日
間
、
い
ず

れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で 

0

場

所

小

松
島
赤
十
字
病
院

。
内

容

・

家
庭
に
病
人
が
出

た
時

・
病
人
を
楽
に
寝
か

せ
る
に
は 

-
病
人
の
体
を
身
仕

舞
い
よ
く
寝
か
せ

る
に
は

-
病
人
の
食
事
と
薬

・
手
当
の
仕
方

。
受

講

料

無
料

。
テ
キ
ス
ト
代

百
円

。
申
し
込
み
先

役
場
環
境
衛
生
課

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
家庭看護教室受講者募集
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健診I歩健康管理的ス9ート弓イふ


-ー、、

、
ス ，，，，，， 
w

しのび寄る
成人病

自覚症状がないと，つい健康と思いがちで、す。しかし，

高血圧や動脈硬化，心臓病，がんなどの成人病は，無症

状のまま進行することが多いので、す。ある日突然心臓病

の発作が起こったとしても，その原因となる動脈硬化や

高血圧は10年，� 20年前から始まっていたとも考えられる

のです。

そのために，定期的に健診を受け，自分の健康状態を

継続的に把握しておくことが大切になります。「病気がみ

つかったらこわい」という理由で健診を受けない人がい

ますが，受けないために手遅れになってしまうほうがも っ

とこわいのだ，ということを理解しましょう。

①病気の早期発見 ・早期治療につながる。

健

ニ


と

あ
る

が
け

果
受

効
を

な


診

ん


影

る

�

 

⑩

)

|

恥
�
 白

掴
圃

問
よ
}
匝
圃

」
・
岨
園

一一ノ
�
 

♂一

山
門
¥

②からだのどの部介の老化が早いかなど，

健康状態が毎年継続的に把握できる。� 

m

f
j

¥
7
f

4
f

h
f

R

KJU--

¥
jf
 l

負

る

り

る

か

ま

�

 

E 

夜間放急当番表� 

5月� 1日 勝 浦 病 院� 2-2555 

③日 勝 湾 病 院� 2-2555 

⑤日 勝 浦 病 院� 2-2555 

ア日�  Bモヨ55 i受 医 院� 2-2003 

9日 勝 浦 病 院� 2-2555 

11日 赤 岩 医 院� 2-2006 

13日 勝 湾 病 院� 2-2555 I 
15日 上 勝 三E〆~、 療 所� 6-030_2_1 
17日 勝 浦 病 院� 2-2555 I 

⑮白 山 西 医 院� 2-3027 

21日 勝 浦 病 院� 2-2555 

23日 ~ヨE 浅 医 院� 2-2003 

25日 勝 浦 病 院� 2-2555 

27日 赤 岩 医 院� 2-2006 

29日 勝 浦 病 院� 2-2555 

31日 上 勝� E喜々~、 療 所� 6-0302 

や

て

へ

ン

パ

的

慣

役

事

し

康

ヤ

る

康

習

に

仕

響

健

チ

な

健

活

立

③

④
ら

カ

カ

か

か

議

活
る
認
に
『
「

生

確

つ

生

い

の

ス

け

な

の

立

く

わ

深

に

反
康

を

が健

活

前生
�
 

f
 

⑤家族の健康への関心が高まり，家族ぐる

みの健康感の充実を求めるよう になる。

⑤年齢に合っ た適応能力の維持 ・向上がは

かれ，すこ

やかな老後

のための前

提と なる。

平日午後6跨から翌朝9時まで
休日 午後ア時から翌朝9時まで� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
検診は健康管理のスタートライン
保健婦だより
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(司直祢略)

松

平

修

北

内

寿

江

上

回

哲

也

藤

井

克

枝

柳

谷

芳

光

稲

垣

明

美

増

田

耕

造

田
川
さ
く
ら

内

谷

哲

郎

野

口

明

美

ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
黒
岩
岩
橋
彦
三
郎
(
初
蔵
)

大
字
三
渓
字
樫
関
山
西
耕
一 

(η歳
)

大
字
沼
江
字
一
楽
生
木
理
平
(
引
歳
)

大字
三
渓

字

中

村

東

洋

平 

(
3カ
月
)

大
字
久
間
字
国
光
敏
鎌

一
郎
(
位
歳
)

大字
三
漢
字
日
浦
星
越
照
男
(
印
歳
)

大字
三
漢
字
中
村
鶴
居

基

一
(
幻
歳
)

大
字
生
名
字
東
米
津
サ
ツ
キ 

(
部
歳
)

大字
三
渓
字
車
問
中
川
ア
サ
ヱ 

(
打
歳
) 

4霧


勝
浦
ム
露
五
月
行
事

各
種
講
座
開
講

勝
浦
会
館
で
は
、「
身
近
な
啓
発

か
ら
」
を
基
本
に
近
隣
地
域
と
の

交
流
を
中
心
と
し
て
、
各
種
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
申
し
込
ま

れ
て
い
な
い
方
は
、
開
講
式
当
日

直
接
会
館
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。 

戸
籍
の
窓

3
月
刊
日
1
4
月
刊
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

本国

田
村

大
字
三
渓
東

字
中
村

文
宜 
J

二
女

明
美
」
真

康 
J

二
女

美

紀

」

美

J

大

字

沼

江

尾

田

満 

長
女

冗

山

車

芸

大

子

」

真

8
日
制

踊
り
教
室
(
開
講
式
)

日
目
的

藤
教
室
(
開
講
式
)

日
日

ω
着
付
教
室
(
開
講
式
)

日
日
制

踊
り
教
室

日
日
制

口
日
倒

加
日
同

初
日
一
間

長
男

J

長
女

J」

大

字

沼

江

南

力

字

西

岡

奈

由

三

」

裕

大
字
生
名
田
中
広
之

字

中

道

豊

子

手
芸
教
室
(
開
講
式
)

習
字
教
室
(
開
講
式
)

生
花
教
室
(
開
講
式
)

簾

教

室

(
教
育
集
会
所
)

踊
り
教
室

手
芸
教
室

藤

教

室

着
付
教
室

善

意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

3
月
日
目
白 

1
4
月
間
目

度中生藤野
川 木本上

敏

一
さ
ん
(
生

忠

さ

ん

(

横

久
雄
さ
ん
(
沼

勝

さ

ん 

(横

名

(

横

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

瀬瀬江瀬名

理

佳

・
・
 
5月の土曜閉庁日は， 次φとおりて'す。

5月25日(第4土曜日)� 

大
字
三
渓
定
作
嘉
昭 

長
男

J

字

定

岡

恵

津

子

」

康

J

大
字
三
渓
定
作
嘉
昭 

二
男

字

定

岡

恵

津

子

」

直

ご
結
婚
お
め
で
と
う

5月11司(第2土曜日)

哉 平

辺
日
同

幻
日
制

幻
日
同

部
白
川 
W

羽
目
的

目
日
制

手
芸
教
室

習
字
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸

・
鱗
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
季
加
下
さ
い
。

の電話也


〈救急患者輸送業務について〉

士 美 香 衣

葉遣童書森喜� 

章義車買薬事


(ただし勝浦病院各保育所各小)
学校及び幼稚園は， 行づています。/ 
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